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    In the preceding reports, accerelation of intracutaneous tuberculin reaction repeated at the 

same site was mentioned. Von Pirquet first discovered this phenomenon using percutaneous test 

(Pirquet's  test). In the present experiment, alteration of percutaneous tuberculin reaction 

patterns at the site of repeated patch tests and the interaction between percutaneous and 

intracutaneous reactions were studied. 

    A tuberculin patch test and an intracutaneous test were given respectively at two new 

sites of the flexor surface of the upper arms of 13 subjects. In the patch test, a hydrophilic 

 ointment with 33% old tuberculin (prepared by T. Murohashi et al.) was applied. After four 

weeks, the following two experiments were further carried out. 

   1. In nine of the 13 subjects, tuberculin patch tests were given at the two used sites and 

at a corresponding new site on the other upper arm. Tuberculin ointment was applied for 20 

 or 24 hours. Reaction was observed 24, (28), 48 and 72 hours after the application of the 

ointment, and was classified according to the Murohashi's criteria. 

   At the new site, reaction was hardly perceptible after 24 hours, but became apparent 

thereafter, attaining its maximum after 48 to 72 hours. At both used sites, reaction was already 

remarkable after 24 hours in all cases, and declined after 48 to 72 hours in 6 cases. The 

reaction patterns were almost the same at the two sites, where intracutaneous and percutaneous 

tuberculin tests had previously been given respectively. 

   2. In the remaining four subjects, tuberculin was injected intracutaneously at the two 

used sites and at the corresponding new site on the other upper arm. Reaction was observed 

4, 8, 24 and 48 hours after the injection. 

   The same alteration of reaction patterns was observed at both sites where intracutaneous 

and subcutaneous tuberculin tests had been given.

* From the Department of Pediatrics , School of Medicine, Gunma University, 39 Showamachi 
 3 chome, Maebashi, Gunma-Ken, Japan.
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1.ま え が き

前報 まで著者 らは ツ皮 内反応について反復の影響を研

究 して きた｡反 復に よるツ反応の促進を発見 し た の は

VonPirqueti)で あ るが,か れの観察対象 は 経 皮 反 応

(Pirquet反 応)で あつた｡し か しその後の研 究 は すぺ

て皮 内反応を対象 と し,経 皮反応については研究 されて

いない◎

ツ経皮反応はわが 国ではほ とん ど行なわ れ て い ない

が,欧 米 では多刺法 あるいは貼布法の形 で広 く行なわれ

てい る◎室橋 池 田は新 しい基剤を用いた ツ貼布軟膏を

使い,そ れに よる成績を報告 した2)3)｡著 者 ら は こ れを

用いて,同 一局所 でツ貼布反応を反復 した場合,あ るい

は貼布反応 と皮 内反応 とを行なつた場合の反 応の変 化を

研究 した ので報告す る｡

2・ 実験対象お よび実験 方法

1・ 実験対象

実験を2回 行なつた｡第1回 は健 康成人8名,第2回

は結核学 童5名,計13名 を対 象 とした｡ツ 皮 内反応,

貼 布反応 ともに陽 性の ものを選 んだ｡

皿・実験 方法

L使 用ツベ ル クリンおよび使用法｡貼 布反応:予 研

製貼布反応 用軟膏(ッ 濃 度33%)(表1)を 用いた｡室

橋,池 田に従い,局 所を アル コールお よびアセ トンにて

清拭 した後,軟 膏を 円形 のフラ ンネル布(直 径約15mm)

に塗布 して貼布 し,ア ク リール 加絆創膏(30×30m1n)

をそ の上に貼つてお さえた｡

皮 内反応:国 家検定済2,000倍 旧 ッ液0・1mlを 皮

内注射 した｡1回 の実験には同一Lotの ものを用いた｡

2.施 行部位｡前 処置:一 側の上騰 屈側 の上1/3お よ

Table1.Compositi◎nofTuberculin

Ointment(T.MurohashietaL)

Hydrophilicointment

Gumtragacanth

Oldtuberculin

Aqua

5.09

0.29

5.Oml

5｡Oml

Table2.CriteriafortheTuberculinPatch
TestReaction(T.Murohashieta1.)

・-Noreaction

土Afewmiliarypapuleswitherythema

十Severalorm0remiliarypapuleswith

erythema

十←Confiuentmiliarypapuleswitherythema

帯Confiuentmiliarypapuleswithredordark

rederythyma

繕←Confiuentmiliarypapuleswithvesicles,

necrosis,orperifocalerythyma

結 核 第42巻 第4号

び下1/3の2点 を選 び,1カ 所 ずつ ツ貼布反応 と皮 内反

応 とを行なつた｡第1回 実験8名 中4名 は貼布反応が弱

かつた ので,9日 後同一 部位 で も う1回 貼 布反応を行な

つた｡

本実験:4週 後(再 貼 布例では19日 後)13名 を2

群に分け,9名 では両前処置部位 で貼 布反 応 を 行 な い

(反復部位),ま た他側の上脾 の対称部位 で も貼布反応

を行なつて(初 回部位),3部 位 の反応 を比較 した｡

他の4名 では同様に両前処置部位 と他側 の対称部位 と

て皮内反応を行ない,3部 位の反応を比較 した｡

3.観 察時間｡貼 布反応:第1回 実験(4名)は 貼布

24時 間後にはが し,24,28,48,72時 間後 に 観察 し

た｡第2回 実験(5名)は20時 間後にはが し,24,48,72

時間後に観察 した｡反 応 の程度は室橋 池 田の反応区分

(表2)に 従 つて(一)～(柵)の6段 階に分類 した｡

皮内反 応:注 射後4,8,24,48時 間 に 観 察 し,発

赤,硬 結の直径 を計測 した｡

4.期 日｡第1回,前 処置:1961年2月7日,本 実
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Fig.1.ReactionstoRepeatedPatchTestsatFourWeeksInterval

intheSameSkinAreaUsing33%TuberculinOi簸tme就

(AccordingtoMurohashi'scriteria)
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験:3月7日｡第2回,

実 験:3月27日｡

1.前 処 置

前 処 置:1962年2月27日,本

3.実 験 成 績

前処置 と して行なつた貼布反応お よび 皮内反応 の48

時間後 の成績は表3の ようである｡

皿・本実験

1・ 貼布反応｡前 処 置のさいの貼布反応部位,皮 内反

応部位 および対照の初回部位 の3ヵ 所 で貼布反応を行な
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つた成績 は表4お よび図1の よ うであ る
｡

a.初 回部位｡第1回,第2回 とも24 ,48時 間後は

反応が弱 く,48,72時 間後 と増強 した｡

すなわち第1回 実験!(4名)で は,24時 間後 に 軟膏

をはが したさいには1例 は(経)で あつたが,他 の3例 は

軽 微な反応(土)し か示 さなかつた｡剥 離4時 間後 の28・

時 間後には その うち2例 は(耗)と な り,48時 間後には

全例が(帯)ま たは(搬)と 増強 した｡72時 間後 には1例

は さ らに増強 し,2例 は同 じ強さで続 き,1例 は軽度の

減弱 を示 した｡

第2回 実験(5名)で は20時 間後に軟膏をはが した

が・24時 間後には全例(一)ま たは(土)で あつた｡48時

間後には3例 は(十),他 の2例 は(帯)ま たは(柵)と な

り,72時 間後は3例 が増強 し,2例 は同 じ強 さで続い

た｡

なお72時 間後 の反応の色調は全9例 とも桃紅色を呈

した◎

b・ 反復部位｡前 回貼布反応を行なつた部位お よび皮
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1内反応を行なつた部位 ともほぼ同様 の経過 を とり,全 例

24時 間後にすでに強い反応 を呈 し,多 くは48時 間後ま

たは72時 間後に減弱傾向を示 した｡

すなわち第1回 実験 では,24時 間後に軟膏 を はが し

た さいにす でに全例が(鼎)の 強反応を呈 し,28時 間後

も同様で初回部位 よ り著 しく強かつた｡2例 は 以後72

時 間まで強反応のままで続 き,他 の2例 は48時 間後あ

るいは72時 間後に減 弱 して(帯)ま たは(彗)と なつた｡

第2回 実験では24時 間後には1例 が(十)で あつた

が,他 の4例 は(鼎)ま たは(辮)を 呈 し,全 例初回部位

より明 らかに強かつた｡48時 間後には1例 は 増強 した

が,3例 は同程度,1例 が減弱,72時 間後は2例 はL同

程度,3例 が減弱を示 した｡

72時 間後 の反応 の色調は2例 が暗 赤色,4例 が 褐色

調を呈 した｡

前回貼布反応 を行 なつた部位の反応 と皮内反応 を行 な

つた部位の反応 とは,3例 で少差があつたがほぼ 同様で

あつた｡

2・ 皮内反応

a・ 初回部位｡4,8時 間後 に は,1例 の8時 間後 を

除き,全 例発赤10mm以 下 で,硬 結 も認め られなかつ

た｡24時 間後に発 赤,硬 結が 明瞭 とな り,48時 間後 に

は,1例 は発 赤のみ増 強,2例 はほぼ同程度,1例 は少

しく減弱 した｡

b.反 復部位｡前 回貼布反応 を行 なつた部位,皮 内反

応 を行 なつた部位 とも4時 間後にす でに10mmを こえ

る発赤 と明 らかな硬結を伴 う反応(阜 期反応)を 呈 し,

初 回部位 との間に著 しい差がみ られ た｡8時 間後には さ

らに増強 し,24時 間後に最大 となつた｡48時 間には減

弱 し,減 弱は とくに硬結に著明であつた｡24時 間 後 の

反応は反復部位のほ うが初回部位 よ り大 きかつたが,3

例では前 回皮 内反応を行なつた部位のほ うが貼布反応を

行なつた部位 より増強の程度が著 しかつた｡

4.ま と め

同一局所 で ツ皮内反応を反復す ると,反 応は促進 して

24時 間以前に最大 とな り以後減弱す る｡反 応 は2回 目

には初回部位に比 し増強 を示すが,以 後回を重ねるにつ

九 て減弱が著明 とな る(第6報4),第7報5))｡ツ 貼布反

応は ツの適用法に違 いがあるが,同 じ くツに対 する遅延

皮 内反応であ るか ら,こ れ を同一局所 で 反復施行 す れ

拭,同 様の促進現象がみ られ るこ とが予想 され る｡実 験

の結果は予期の とお りて,初 回部位 では24時 間後には

・ほとん ど反応を示 さず,48時 間後になつて 明 らかな反

応を呈 し,72時 間後に も増 強す るこ とは あつて も減 弱

す る傾 向はないのに対 し,貼 布反応反復部位 ては24時

澗後にす でに強反応を呈 し,48時 間あ るいは72時 間後

には多 くは減弱の傾向を示 した｡反 応全体 としては初回

147

部位 よ り強 く,皮 内反応を2回 反復 したさいの反応の増

強 と一致 していた｡皮 内反応 と同様 にさ らに反復 を重ね

るにつれて初回部位 より弱 くな るか否 かは検索 していな

い｡し か し72時 間後に褐色調を呈 した ものが3例 あ り

(初回部位は桃紅色)減 弱傾 向の兆が認め られた｡

皮内反応反復の場合には3,4時 間後か らす でに反応

が現われ ること(早 期 反応)が 知 られている◎貼布反応

反復で も24時 間後 よ りもつ と早い時期に反応が 出現 し

ている と考 え られ るが検索 してない｡

皮内反応を行なつた部位 で貼布反応を行なつた場合に

も貼 布反応反復 と全 く同様の反応 の変化がみ られた｡ま

た反対 に貼布反応を行なつた部位 で皮内反応を行 なつた

場合に も,皮 内反応反復 と 同様 の 変化一早期反応 の出

現,反 応の促進一がみ られた｡こ のことは この2つ の反

応が本質的に同 じもの で,そ の反応 の場は ともに真皮に

あ ることを示 してい ると考え られ る｡

5・ む す び

ツ皮内反応 お よび貼布反応陽性者13名 の上騰 屈側で

1カ 所ずつ ツ貼 布反応 および皮内反応 を行ない,1カ 月

後に この2ヵ 所 と対照 の初回部位 とて貼布反応(9例),

または皮内反応(4例)を 行なつて,反 応の時間的経過

(貼布反応は24,28,48,72時 間後,皮 内反応は4,8,

24,48時 間後)を 観察 し,反 復,初 回両部位 を 比較 し

て次 の成績を得た｡

1.貼 布反応:初 回部位 では24時 間後にはほ とん ど

反応 を呈せず,48,72時 間後に 明 らかな反応 を 示 した

のに対 し,反 復部位では24時 間後か らすでに強い反応

を呈 し,48時 間あ るいは72時 間後には減弱す る傾向が

み られた｡前 処置 として貼布反応を行なつてあつた部位

と皮内反応 を行なつてあつた部位 との間には差 がなかつ

た｡藤

2.皮 内反応:貼 布反応を行なつてあつた部位 で皮内

反応を行なつた場合に も皮内反応 を反復 した場 合 と同様

の反応の変 化がみ られた｡

本論文の要旨は第36回 日本結核病学会総会および第

12回 日本ア レルギー学会総会 て 報告 した｡ご 援助いた

だいた国立予防衛生研究所結核部室橋豊二穂博士 に深謝致

します｡
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